箕面市建築確認申請事前審査制度要綱
≪趣　旨≫

本要綱は、改正建築基準法第１８条の３の規定により定められた「確認審査等に関する指針」（以下「指針」という。）による審査への円滑な運営を行うため、必要な事項を定め、もって申請者への負担の軽減を図る。
≪適用の範囲≫
　１．　確認の申請書を箕面市建築主事に提出し、確認を受けようとする建築物及び工作物に適用する。
　２．　本制度の適用については、設計者の判断又は建築主事の判断によるもので、「建築確認事前審査願書」を提出したものに適用する。
≪適用期間≫

　　平成１９年６月２０日から本市建築主事が廃止を宣言するまでとする。
≪事前審査の手続き等≫
　１．　事前審査を受けようとする者（設計者）は、別に定める「建築確認事前審査願書」に必要事項を記載して、建築主事に１部提出し、事前審査を受けるものとする。

２．　建築確認事前審査願書には、建築確認申請書の写しと建築基準法施行規則に定める図書一式を添付しなければならない。
３．　建築確認事前審査願書を提出する物件で建築基準法第９３条の規定に基づく消防長の同意を必要とする場合については、前項の図書を１部提出するものとする。

≪事前審査の内容≫

　　建築主事等は、意匠、構造（構造計算適合性判定に係る部分を除く。）、設備に関する事項について指針に基づき審査する。
≪事前審査結果等≫
1． 建築主事は、事前審査が完了した物件について、その提出図書に「審査済印」を押印しなければならない。
2． 申請者は、前項の図書を複写したものを作成し、確認申請を提出しなければならない。

3． 事前審査完了後に建築計画等を変更した場合は、本要綱に基づく手続きを経ていないものとみなす。

　附　則

　　　この要綱は、平成１９年６月２０日から施行する。




































